
令和６年度第４回埼玉県バーチャルユースセンター 

運営検討会議 次第 

 
            日時 令和６年１２月２３日（月） 
                １５：００～１７：００ 
                        会場 オンライン 

 
 

１ 開会 

 

 

２ 挨拶 

 

 

３ 議事  

（１）埼玉県バーチャルユースセンター試行状況報告について 

 

（２）埼玉県バーチャルユースセンターの課題整理について 

 

 

４ 閉会 

 

 

 



◆ 埼玉県バーチャルユースセンター運営検討会議委員名簿

№ 氏　名 備　考

１ 阿部　雄介
大日本印刷株式会社　コンテンツ・XRコミュニケー
ション本部XRコミュニケーション事業開発ユニット
ビジネス推進部企画第2グループ

２ 青山　鉄兵 文教大学・准教授

３ さいたまん吉 埼玉県広報アンバサダー

４ 篠谷　瞳 さいたま市総合教育相談室主席指導主事

５ 東海林　智之 上尾市子ども家庭総合支援センター主査

６ ブローハン　聡 一般社団法人コンパスナビ　事務局長・支援事業部　部長代理

７ 堀田　香織 埼玉大学・教授

８ 綿貫　能理子 毛呂山町福祉課副課長



埼玉県バーチャルユースセンター
試行状況報告

2024.12.23 第４回運営検討会議

認定NPO法人さいたまユースサポートネット
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議事１



１０月活動実績
利用者数実施プログラム（実施時間）開室日時

０名VYCを探検しよう！（1３:00～1３:45）10月 1日（火） １０:00〜１４:00

５名（男：2名、女：3名）VYCを探検しよう＜操作方法デモ＞（10:00～10:45）10月 ３日（木） １０:00〜１４:00

７名（男：5名、女：2名）VYCを探検しよう！（10:00～10:45）
トークカフェ（1３:00～1３:45）

10月 ８日（火） １０:00〜１４:00

１５名（男：7名、女：8名）VYCを探検しよう！＜小学生デモ＞（1６:00～1７:００）10月１１日（金） １３:00〜１７:00

２名（男：2名、女：0名）トークカフェ（1３:00～1３:５０）10月１５日（火） １０:00〜１４:00

6名（男：2名、女：4名）VYCを探検しよう！＜狭山市教委操作方法デモ＞
（１０：００～１１：００）

10月１6日（水） １０:00〜１１:00

9名（男：4名、女：5名）哲学カフェ（１３：３０～14：30）10月１７日（木） １０:00〜１４:00

２名（男：2名、女：0名）バーチャル県民SHOW（１４：００～1５：30）10月２２日（火） １２:00〜１６:00

43名宝探し（小学生コラボ会）（１５：００～1７：０0）10月２５日（金） １３:00〜１７:00

１０名（男：４名、女：６名）トークカフェ（1３:00～1３:45）10月２９日（火） １０:00〜１４:00

１０月登録者数１０月利用者（述べ人数）

２１名９９名
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利用者数実施プログラム（実施時間）開室日時

6名（男：4名、女：2名）LGBTQ基礎知識セミナー（14:00-15:00）11月 1日（金） 13:00〜17:00

6名（男：3名、女：3名）健康教室（10:30-12:00）11月 5日（火） １０:00〜１４:00

４名（男：２名、女：２名）学びの場デモ（１３:３0〜１４:３0）11月 ６日（水） １３:３0〜１４:３0

1名（男：0名、女：1名）表現コミュニケーションWS（10:30-12:00）11月 ８日（金） 13:00〜17:00

2名（男：1名、女：1名）表現コミュニケーションWS（13:30-13:30）11月12日（火） 10:00〜１4:00

16名（男：10名、女6名）県立ふじみ野高校デモ（13:30-13:30）11月１５日（金） １3:00〜１7:00

6名（男：5名、女：1名）こころの話・からだの話（11:00-11:30）11月１9日（火） １０:00〜１4:00

0名（男：0名、女：0名）表現&哲学対話のmix Ver.（13:00-14:00）11月22日（金） １3:00〜１7:00

５０名★こどもの居場所フェア埼玉（1２:00-16:00）11月24日（日） １３:00〜１７:00

5名（男：3名、女：2名）表現&哲学対話のmix Ver.（13:00-14:00）11月26日（火） １0:00〜１4:00

6名（男：3名、女：3名）推し本紹介しよう！（15:00-16:00）11月29日（火） １３:00〜１７:00

１１月活動実績

11月登録者数１１月利用者（述べ人数）

１６名102名
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１２月活動実績
利用者数実施プログラム（実施時間）開室日時

①②０名（男：0名、女：0名）①学習プログラム（10:30-11:30）
②ポレポレ広場(13:00-14:00)

12月 3日（火） １０:00〜１４:00

①７名（男：1名、女：6名）

②1名（男：1名、女：0名）

③1名（男：1名、女：0名）

①加須市教育支援センターデモ（10:05-11:05）
②プログラミング教室「スクラッチやろう」（13:30-
14:30） ※Zoom

③トークカフェ（16:00-17:00）

12月 6日（金） 9：00～17：00

①②０名（男：0名、女：0名）①学習プログラム（10:30-11:30）
②ポレポレ広場(13:30-14:00)

12月10日（火） 10：00～14：00

①３名（男：2名、女：1名）

②1名（男：1名、女：0名）

①見沼の生き物を知ろう！（1４:０0-1５:０0）
②トークカフェ(1６:０0-1７:00)

12月13日（金） 14：00～18：00

１２月登録者数１２月利用者（述べ人数）

９名13名

登録者累計利用者累計

４６名214名
※12月13日時点
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その他、活動実績

 広報活動

• デモ活動（県立ふじみ野高校、加須市教育センター）

• イベントへの参加（11/24こどもの居場所フェア、12/20つながるSAITAMAフェスタ）

• つながりのある中学・高校、地域団体等にチラシ配布

• さいたま市見沼区ふれあいフェア（区民祭り）にてチラシ配布

• 県民の日に県庁の「バーチャル埼玉」コーナーにてチラシ配布

• 一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク（アスポート）チラシ配布

• HP相談予約エリア追加

実績
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利用登録者数

登録者利用者（延べ人数）

2１名99名10月

16名102名11月

９名１３名１２月

登録者累計利用者累計

４６名（12/13時点）214名（12/13時点）
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利用登録者の傾向

24男

性別 ２０女

２回答しない

男

52%

女

44%

回答しない

4%

性別
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利用登録者の傾向

27小学生

年代

5中学生

4高校生

1大学生年代

123-29歳

830歳以上

小学生

59%中学生

11%

高校生

9%

大学生年代

2%

23-29歳

2%

30歳以上

17%
年代
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利用登録者の傾向

26さいたまユース

各施設
９教育センター

１その他支援機関

１０特になし

さいたまユース

56%

教育センター

20%

その他

支援機関

2%

特になし

22%

各施設の利用について
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参加者の声（10月）

意見・要望など感想

• 不登校の子ども（小５）の保護者より、「居場所のない時間に
オンラインで参加できる場所があることがありがたい」。

• アバターを自由に作成できるようにしてほしい。
• （バーチャル埼玉内で）季節ごとのイベントがあると楽しい。
• 土日や夜の時間など、施設が開いていない時間に利用したい。
• ログ機能があると良い（誰がどの時間にいたかわかるように）
• チャットに「いいね！」などのリアクションがあると良い。
• リアルタイムで文章を考えるのが苦手なので、テーマトーク

以外で、ゆるっと気軽に雑談したい。

• 楽しい。
• 顔を出さなくていいのが良い。
• チャットでのやり取りは抵抗感が少ないと思う。
• 対面での交流のほうが好み。

※アンケートは、デモ及びプログラムを実施した下記施設にて、参加した小学生・10代～20代の若者に
直接聞き取りとアンケート記入により収集。

• さいたま市若者自立支援ルーム
• 上尾市子ども若者自立支援ルームここから
• 子ども第三の居場所あそぼっくすほりさき
• 就労支援はたチカプログラム
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参加者の声（11月～12月）

意見・要望など感想・興味を持ったきっかけ

• (プログラムに参加した小学生)
見るだけじゃなくて体験コーナーがほしい。蔵造りブース
エリアでコバトンコインを集めるのは楽しかった。もっと面
白いと知名度が上がると思う。

• ◇

• （20代）
仮想空間上でオンライン配信できるのは画期的だと感じ
た。しかし配信画面の画質が悪いのが気になった。

◇

• （20代）
キャラクターで他者との差別化ができず、誰が誰なのか
見分けがつきにくい。髪型や髪色、メガネ等のアクセサ
リーや服などは変更できると個性が出せる。またアバター
のリアクションや他のアバターの様子が分かりにくい。

• (デモに参加した小学生)
遠くから画面を見たら、よく知っているゲームに似
てたから参加した。アドベンチャーエリアでみんなで
一緒に遊んだのが楽しかった。(バーチャル埼玉の
中で)また会う約束をしたので登録してみたい。

• ◇

• (小学生の子どもと一緒にデモを体験した保護者)
自分の住んでいる自治体にもオンライン上の不登校
支援センターはあるのだが、少し学校っぽいので子
どもにはなじまない。もっとゆるやかな居場所みた
いなものがいいなと思い参加してみました。

◇

• (30代)
ひきこもり支援機関につながっているが、 他の人
と一緒に参加するリアルプログラムはまだ無理があ
るので、自分のペースで参加できそうなバーチャル
ユースセンターに興味を持った。

※イベントでのデモ及びプログラムを実施した下記施設にて、参加者や問合せがあった方より直接聞き取りにより収集。
さいたま市若者自立支援ルーム／上尾市子ども若者自立支援ルームここから／子ども第三の居場所あそぼっくすほりさき／就労支援はたチカプログラム
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参加者の声を受けて（10月）

 基本は『利用登録⇒参加』という流れではあるが、居場所を必要とする子どもや若者は安心できる場と
感じられて初めて参加・活動することができるため、『お試し参加⇒利用登録』という流れも必要だと
考える。

 VYC開始段階ということもあり、利用者からの感想としてアプリの仕様に関する要望事項も多かった。
今後プログラムに関する要望や、やりたいことなどをアンケートやプログラム後の交流時間を活用し
聞き取っていきたい。

 さいたまユースの各事業プログラムに参加している子ども・若者や、ご協力いただいた狭山市教委の適
応指導教室「茶レンジルームひだまり」の出席生徒はすでに、リアルな居場所に参加することができて
いる。その上で、もうひとつの居場所としてVYCを周知し、利用拡大に努める。

 一方で、各支援機関につながってはいても自宅等にこもりがちだったり、電話でしか連絡が取れない
といった層も一定程度おり、ＶＹＣがそうした人たちの「居場所」となれるよう、各支援機関と連携して
積極的にアプローチしていく必要がある。

 さいたまユースでは、リアル居場所への来所が少ない利用者に対して、なじみのスタッフを通して一斉
メールなどでVYCを紹介している。今後、直接電話する等の個別対応も検討する。
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参加者の声を受けて（11月～12月）

 プログラムに関しては「楽しかった」という声も多いが、参加者が少人数の日もある。今後、
ターゲットを明確にしたプログラムを打ち出すなど周知方法を工夫していく。引き続き、プロ
グラムに関する要望ややりたいことを聞き取っていく。

 保護者の方や支援機関につながっている方の中で、自分のペースで参加できることを期待し
て、バーチャルユースセンターに興味を持ってくれた方がいた。そのニーズに応えられるよう
なプログラムを検討していく。
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議事２







第２～３回埼玉県バーチャルユースセンター運営検討会議　・　結果概要

回 区分 委員 事務局

② 質 問

交流部屋は、対象年齢で部屋を分ける、年齢を分けない、どちらを主と
して運営するのか。

年齢を分けた方が的確なプログラムを提供できる一方、異年齢が集まる
ことの良さもある。
試行の中で検討する。

- -

② 質 問

Discordを活用するにあたって留意する点として何を考えているのか。
不適切な発言がなされる可能性がある。

（受託事業者）
運用ルールをこども達に働きかける。
ワード登録を行い、不適切な発言があった場合、運営側にアラート通知
が届く設定をする。そして、発言をしたこどもに対してケアやサポートをし
ていく。
なお、Discordはツールの一つの案であり、実際に活用するかどうかは今
後、検討を行う。

- -

② 質 問

Discordを活用する場合、スタッフがいない時間においてもこども達だ
けのやりとりが発生するものか。

（受託事業者）
こども同士のやりとりが発生することも想定している。
最初は事前登録したこども達だけの運用となるため、運営側がある程度
各個人の把握はできる。
テキストチャットの履歴は残るため、運営が定期的に確認する運用が考
えられる。

- -

② 質 問

Discordでの相談時間を設けるのか。 （受託事業者）
運営と直接会話が出来る時間帯はあらかじめ示す必要があるが、今後、
検討を行う。

- -

② 意 見

バーチャルユースセンターとDiscordの棲み分けを整理することが課
題。
ヨーロッパではDiscordがオンラインユースワークやデジタルユース
ワークの主戦場となっている。Discordだけで完結できる部分がある
が、一方で、アバターを介したバーチャルユースセンターならではの良
さもあると考える。それぞれの利点を踏まえ、どう活用していくのか、ど
うあるべきかを意識して議論していけると良い。

（受託事業者）
バーチャルユースセンターの補完的な役割としてDiscordを活用すること
を考えている。
今後、検討を行う。

Discordの活用方法について、引き続き検討を行
う。

② 質 問

夜の時間帯に対するニーズがあると思われるが、その対応はどのよう
に考えているのか。

（受託事業者）
夜の時間にニーズがあるだろうということは理解しているが、昼間の時間
帯で生活リズムを整えられた方がよいという考えもある。また、あまりに遅
い時間では生活リズムが崩れる可能性もある。
試行の中で検討する。

- -

② 質 問
協力小中学校に対する広報はどのように考えているのか。 協力小中学校に対して、一斉にチラシ等を配布することを想定している。

- -

② 質 問
１月になると、すべての小学校から大学に一般公開するのか。 試行の中で検討する。

- -

② 意 見

連絡先の登録について、通常の小中学生はメールアドレス等はあまり
持っていないと思われる。
また、未成年は保護者の連絡先を登録することとなると、居場所感を
下げる要因となり、必要なニーズ（こども）に届かないリスクになる。

-

義務教育年齢の者については、保護者の同意を求
めることとし、連絡先は保護者のものとする。
ただし、支援機関等利用者は支援機関等による代
理登録を認めることとする。

済

対応状況
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回 区分 委員 事務局 対応状況

② 意 見

保護者の連絡先を求めることは義務教育かそうではないかで分けても
よいのではないか。中学生までは保護者の連絡先を求め、高校生から
は任意とする運用も考えられる。
また、保護者の同意が得にくい場合においては、例えば学校の先生
や、施設の施設長、ケースワーカーといった親以外の選択肢を認める
等、柔軟な対応が必要と思われる。

-

義務教育年齢の者については、保護者の同意を求
めることとし、連絡先は保護者のものとする。
ただし、支援機関等利用者は支援機関等による代
理登録を認めることとする。 済

② 意 見
本人や家族と連絡をとるために、登録時にメールアドレスや電話番号
を求めることが必要であることは理解できる。 -

登録時にメールアドレス及び電話番号を求めること
とする。 済

② 意 見

メインターゲットをどこに設けるか議論が必要。
ユニバーサルかターゲットか。試行当初はターゲットを絞って始めるこ
とは了解しているところであるが、将来的にどの層をメインターゲットに
据えるかによって運営のルールも変わってくる。
ただ、真に居場所が必要であるこども達に利用したいと思ってもらえる
よう、形式上はユニバーサルとして敷居を下げ、実際のメインターゲッ
トは別に据えるという考え方もある。
試行期間中はターゲットを絞り、支援を要するこどもだけに絞ることも
考えられる。

-

委員意見を踏まえ、試行の中でニーズを検証し、
利用者層の拡大にあたっては慎重に検討を行う。

② 意 見
試行期間の間は、ずっと支援を必要としているこども達だけを対象とす
るということも考えられる。 -

委員意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

② 意 見
ユニバーサルの部屋とターゲットを絞った部屋、両方を用意し、行き来
できるようにすることも考えられる。 -

委員意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

② 質 問

プライベートテキストチャットで別のサイトのURLや連絡先の交換等が
行われる可能性があるが、対応する方法はあるか。

制限する機能はないため、運用ルールの中を定め、対応・指導していく必
要がある。

11月14日にプライベートテキストチャットを制限する
機能が実装された。バーチャルユースセンターにお
いては当面の間、プライベートテキストチャット機能
は原則禁止の設定とする。

済

② 意 見
不適切な発言等をしてキック（強制退室）されたこどもに対してケアの
方法を考えておくことが必要。

登録時に連絡先を確認し、ケアに努める。 ケアを行う旨、マニュアルに追記。
済

② 意 見
利用者間のプライベートテキストチャットは早い段階で認められていく
ものという印象。

試行の中で検討する。 委員意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

② 意 見

入室にあたって、なりすましを防ぐために合言葉等によりきちんと本人
確認をしてから入室させるということも考えられるが、一方で、利用のし
やすさを優先させるという考え方もある。どの方法が適切かについては
試行の中で検討していただきたい。

試行の中で検討する。 合言葉での入室確認は事務的に支障が生じるた
め、ニックネームによる確認とする。

済

② 意 見
今後、バーチャルユースセンターの活動が教育課程上の学校外の活
動としてカウントされることも考えられる。 -

試行において協力市町村、教育支援センターと協
議する。

③ 質 問
お試しで参加した者も登録をしているのか。 お試し参加の者は登録していない。

- -

③ 質 問

学習プログラムはどこで行う予定か。
（受託事業者）
オープンテラスの使用を考えている。例えば鍵付き相談ブースのスクリー
ンを使用することも検討している。
そこで学生ボランティア等がテキストチャット中心で教えるイメージで考え
ている。

- -

③ 意 見
同じ場を共有していることの強みを活かすためには、テキストチャットよ
りもボイスチャットの方が大事ではないか。

試行の中で検討する。 委員の意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

③ 質 問
身分証明の確認を緩和するということだが、具体的にどのような方法
か。

支援機関に在籍確認を行うことで本人の身元確認ができたと整理した
い。

- -
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回 区分 委員 事務局 対応状況

③ 意 見
どこにも在籍していない、中学校にも高校にも在籍していないような人
に対する登録方法を検討していただきたい。 -

試行期間当初においては、登録時にオリエンテー
ションを実施し、本人確認を行う。

③ 意 見
入室にあたっては、システムで本人確認できた方が心理的安全性が高
い。

バーチャル埼玉の機能としては実装されていないが、担当課所に要望と
して伝えている。

担当課所に対し要望を伝えていく。

③ 質 問

利用拡大の状況は。 教育支援センターは調整中。
そのほか、市町村に対して協力の通知を発出しており、協力の相談があ
れば適宜対応していく。

- -

③ 質 問

実際に運営している委託事業者の意見として伺いたいが、この事業
は、何に向いていそうか。
バーチャル埼玉をどう使うかということから始まっており、何かニーズが
あって始まってるものではないという難しさを感じている。
その中で、匿名のライン相談やリアルの居場所づくり等も進んでいる
中、どんな強みがあると感じているのか。

（受託事業者）
行政が運営しているという信頼性があり、こどもや若者の安全なバーチャ
ルな居場所が提供できるという点に可能性があると感じている。

- -

③ 意 見

こどもや若者の安全なバーチャルな居場所が提供できるという点に強
みがあるのであれば、そういったニーズに尖らせた拡充の仕方等を進
めていくべきではないか。

-

委員の意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

③ 質 問

登録している人はどのような人か。 （委託事業者）
現在の傾向としては面白そうな場所として興味を持った人が登録している
割合が大きい。
ただ、中には学校に行かないという選択をしている人や、その時のコン
ディションでリアルの現場に来れないような人もいる。
（県）
支援が行き届かない層への掘り起こしも検討していきたい。

- -

③ 意 見
オンラインの交流からオフ会に繋げていくことのハードルは高い。
間にいるキーパーソンがとても重要になると思う。

試行の中で検討する。 委員の意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

③ 意 見

登録にあたっての性別確認については、男女及び男女に該当しないと
いう３択でよいのではないか。
もしくは任意入力でもよいのはないか。

-

男女及び回答しないという３択で項目を設定する。

済

③ 意 見
性別の配慮については、当事者本人たちから意見を聞いた方がよい
のではないか。

試行の中で検討する。 委員の意見を踏まえ、試行の中で検討を行う。

③ 質 問
アンケートは記名式か、無記名式か。
記名式の場合、書きやすさは下がる等の良し悪しはある。

利用者向けは無記名式、支援機関向けは記名式を検討している。
- -

③ 意 見
何のプログラムに参加したか把握した方がよいのではないか。

-
適宜行う質問項目の見直しの中で検討を行う。

③ 意 見
フェイスシートにあたる部分は質問した方がよいのではないか。

-
フェイスシートにあたる部分の質問項目を追加す
る。 済

③ 意 見
質問をする目的に併せて質問項目を設定すべき。

-
適宜行う質問項目の見直しの中で検討を行う。

③ 質 問
アンケートの配布方法はどのように考えているのか。 フォームに入力してもらう方法と小学校低学年向けに聞き取る方法を検

討している。 - -

③ 意 見
アンケートは回答する側の負担や時間的な制約がある。例えば小学生
には小学生向けのより簡易なアンケートがあってもよいのではないか。

検討を行う。 小学生向けのアンケートの作成を検討する。
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埼玉県バーチャルユースセンターに関するアンケート 

 

 

Ｑ１ あなたの年代を教えてください。      

 

 □ 小学生年代   □ 中学生年代   □ 高校生年代 

 □ 18 歳以上 

 

 

Ｑ２ あなたの性別を教えてください。 

 

 □ 男   □ 女   □回答しない 

 

 

Ｑ３ バーチャル空間でアバターになってバーチャルユースセンターに参加したことについて、 

あなたの考えに近いものを１つ選んでください。 

 

 □ とてもよかった   □ まあよかった   □ あまりよくなかった 

 □ よくなかった 

 

（「とてもよかった」「まあよかった」を選んだ方にお聞きします。） 

 よかった理由は何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 □ アバターにより顔を見せる必要がないため、気軽に参加できたから。 

 □ 名前を言わずに参加できたから。 

 □ 外出するのは苦手だから。 

□ その他（                                   ） 

 

 

Ｑ４ バーチャル空間の良い点はどのような点だと思いますか。 

あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 □ アバターにより顔を見せる必要がないため、気軽に参加できること。 

 □ 名前を言わずに参加できること。 

 □ 外出をしなくても参加できること。 

 □ 性別に関わらず参加しやすいこと。 

□ その他（                                   ） 
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Ｑ５ バーチャルユースセンターに参加しやすい曜日や時間帯、回数について、あてはまるもの 

  をすべて選んでください。 

 

 曜 日 □ 月  □ 火  □ 水  □ 木  □ 金  □ 土  □ 日 

 時間帯 □ 10 時〜12 時  □ 13 時〜17 時  □ 18 時〜21 時 

  回 数 □ 週１回     □ 週２回     □ 週３回     □ 週４回 

  □ 週５回     □ 週６回     □ 週７回 

 

 

Ｑ６ 実施してほしい交流・体験プログラムを１つ選んでください。 

また、その理由を教えてください。 

 

□ 共通のテーマで話し合い  □ 動画の視聴   □ 自分の好きなものの紹介 

 □ ゲストの講演を聞く    □ ゲーム     □ 音楽を聴く   □ 勉強 

 □ その他（                      ） 

 

 

Ｑ７ 若者どうしの交流・体験プログラムに参加する際、お互いの顔が見える対面型と、お互い 

アバターで参加するバーチャル型のどちらかを選べる場合、あなたが参加したい方を選んで 

ください。また、その理由を教えてください。 

 

□ お互いの顔が見える対面での交流・体験 

□ お互いアバターで参加する交流・体験 

 

 その選択肢を選んだ理由を教えてください。 
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（バーチャルユースセンターで相談を利用した方のみお答えください。） 

 

Ｑ８ あなたが悩みごとを相談する場合、どのような相談方法なら利用したいですか。 

あなたが利用したい方法をすべて選んで○をつけ、その理由を教えてください。 

 

 □ お互いの顔が見える対面型の相談 

 □ お互いアバターで参加するバーチャル相談 

 □ メールによる相談 

 □ チャット（ボイスチャット含む）による相談 

 □ 電話による相談 

 

 その選択肢を選んだ理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

Ｑ９ バーチャル空間であれば、人に相談しにくいことも相談しやすいと思いますか。 

あなたの考えに近いものを１つ選んでください。 

 

 □ そう思う   □ 少し思う   □ あまり思わない   □ 思わない 

 

 

 

（全員がお答えください。） 

 

Ｑ10 バーチャルユースセンターを家（普段寝起きをしている場所）や学校（授業や部活、クラブ 

活動）以外の「ここに居てもいい」という居場所と感じたか、あなたの考えに近いものを 

１つ選んでください。 

 

 □ 感じた   □ 少し感じた   □ あまり感じられなかった 

 □ 感じなかった 

 

 

（アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。） 
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